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平成30年10月19日(金) 13031号 

経済産業省資源エネルギー庁が発表した2018年8月

の非鉄金属等需給動態統計によると、スクラップの国

内消費量は銅・銅合金が前年同月比で減少、7月に続

いてマイナスだった。 

銅スクラップは4万0,519トンで、前年同月比2.2％

減少。主要用途の伸銅品は8.9％減の2万7,513トン、

電線は5.6％増の9,802トンだった。銅スクラップの消

費量は前月比でも18.7％減少した。 

銅合金スクラップは7万4,971トンで、1.5％減少。

伸銅品向けは1.0％減の3万5,470トン、一方、精錬は

1.8％増の3万6,460トンだった。銅・銅合金ともスク

ラップ消費は伸銅品用途が低迷した。 

鉛スクラップは1万3,740トンで、12.5％のプラス。

主要用途の精錬が7.8％増加、再生も4.0％増と堅調

だった。 

亜 鉛ス クラッ プは2,566ト ンで、14.2％ のマ イナ

ス。その他は前年比で増加したものの、無機薬品向け

が42.3％の大幅減だった。 

錫スクラップは36トンで、前年同月比51.8％のマイ

ナス。このほか、ニッケル・ニッケル合金のスクラッ

プ消費量は特殊鋼向けが減少に転じたことで、7.8％

減の7万1,934トンだった。 

 スクラップ消費量 

      銅・銅合金は前年比減少続く 

8月非鉄金属等需給動態統計 

消費量（トン） 前年同月比（％）

40,519 ▲2.2

電線 9,802 5.6

伸銅品 27,513 ▲8.9

74,971 ▲1.5

伸銅品 35,470 ▲1.0

製錬 36,460 1.8

13,740 12.5

再生 2,049 4.0

製錬 10,997 7.8

2,566 ▲14.2

36 ▲51.8

71,934 ▲7.8

▲はマイナス

鉛

亜鉛

錫

ニッケル・ニッケル合金

非鉄金属等需給動態統計調査

18年8月スクラップ国内消費量
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銅

銅合金
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出来高 254,938 260,911 179,758 304,250 232,247

直物 2,073.25 2,031.25 2,028.50 2,023.75 2,044.75

先物 2,078.25 2,040.50 2,037.00 2,028.25 2,047.75
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出来高 364 306 408 332 347

直物 1,360.00 1,475.00 1,475.00 1,410.00 1,427.50

先物 1,485.00 1,560.00 1,525.00 1,512.50 1,485.00

LMEアルミ合金
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10月8日～12日（現地） 

ＧＳユアサ（村尾修社長）は、北海道で実施予

定の「風力発電のための送電網整備の実証事業」

で、大容量蓄電池設備を受注した。発注先は、同

実 証 事 業 の 蓄 電 池 シ ス テ ム 建 設 工 事 の 設 計・調

達・建設（EPC）業務を遂行する千代田化工建設

株式会社。  

「風 力 発 電 の た め の 送 電 網 整 備 の 実 証 事 業」

は、北 海 道 北 部 風 力 送 電 が 実 施 主 体 と し て 計

画。天 塩 郡 豊 富 町 に 建 設 予 定 の 北 豊 富 変 電 所

で、出 力24万 キ ロ ワ ッ ト（240MW）・容 量72

万 キ ロ ワ ッ ト 時 (720MWh)の 蓄 電 池 設 備 の 設 置

工 事 を2020年 度 か ら 開 始、22年 度 の 稼 働 を 予

定している。  

 

GSユ ア サ は、今 回 納 入 予 定 の リ チ ウ ム イ オ ン

電池に、内部抵抗の小さい高エネルギータイプを

採用。◇蓄電池設備のコンパクト化と長寿命化を

実現◇変動吸収運転に重要な最適な充電率管理が

可能。◇充放電による発熱を抑え、エアコンの省

電力化を実現。――などの特長を持つ。  

大容量蓄電池設備で使用するリチウムイオン電

池は、同社グループのリチウムエナジージャパン

が製造する。  

GSユアサは、これまで培ってきた信頼性の高い技

術力および長期間のサポート力が評価され、リチウ

ムイオン電池設備の採用に結びついたと強調した。 

 北海道風力発電実証事業 

                 大容量蓄電池装置を受注 

GSユアサ 

受注した大容量蓄電池設備 



日刊金属 平成30年10月19日(金） （3） (第三種郵便物認可） 

【アルミニウム２次合金、同合金地金等生産実績】 

前年比微増、5万9,914ｔ、11カ月連続プラス。 

出荷は+1.8%、6万2,865ｔ、11カ月連続プラス。 

【輸出】 

アルミ新地金が前年比＋2.1％の99ｔ。二次合金が－25.6％

の1,199ｔ。スクラップが－12.8％の6,185t。アルミ缶が＋17.3％

の5,687ｔ。 

【輸入】 

アルミ新地金が前年比－14.8％の12万5,2317t。二次合金

が＋4％の10万8,036t。スクラップが＋119.5％の1,282t。合金

スクラップが－13.3％の3,249t。 

【見通し】 

・自動車は生産が－2%。国内販売台数が前年比－3.1%。 

生産、販売とも２カ月連続マイナス。販売のマイナ

ス幅が拡大しておりこれが続くかどうか今後に注目。 

・住宅着工の動向については、前年同月比＋1.6％

と３か月ぶりプラス。今後プラス傾向が続くのか今後

の動向に注目。 

・アルミ圧延・押出品生産数 

板類・押出生産合計は前年比－6.6％８カ月連続マイナ

ス。板類、8万6,222ｔ▲8.6％、8ヶ月連続でマイナス、押

出類、5万8,856ｔ▲3.6％、3ヶ月連続でマイナス。 

今後更にマイナスが続くかの動向に注目。 

【アルミニウム２次合金、同合金地金等生産実績】 

前年比微増、5万9,914ｔ、11カ月連続プラス。出荷

は+1.8%、6万2,865ｔ、11カ月連続プラス。今後更に

プラスが続くか、動向に注目。 

・アルミ輸出は前月に続き地金はアメリカの輸入規

制に伴う地金高思惑を受けて増加、二次合金、スク

ラップは内需用途から減少。アルミ缶は猛暑による大

量発生の荷余り感から増加。 

・アルミ輸入は円安から地金は減少、2次合金、ス

クラップは中国塊の割安感から増加。合金系は減少。 

【スクラップ景況予想】 

流通在庫は相変わらず中国塊の下落を受けてスク

ラップも連れて下落しており、売り玉が多いものの買

い手は少なく飽和状態。需要面に関しては前月に続き

自動車の販売が低迷していること、輸入地金の下落、

関西地方の大型台風による一部メーカーの荷受け停止

を受けて荷余り状態になるのではないか？ 

【ＬＭＥ・為替予想】 

今月は米中貿易戦争とＬＭＥアルミ在庫の動向に左

右される。 

米中貿易戦争に関しては2,000憶ドル相当の中国製

輸入製品に対して25％の上乗せ関税を課す予定を10％

に減少させ、中国高官との交渉を検討するなどの譲歩

はあったが結果交渉は流れ、また追加関税に言及して

いる事から治まる気配はないのではないか？ 

ＬＭＥ在庫に関しては長い間壁であった100万ｔは

切ったもののルサール制裁の実施デッドラインを10月

23日から11月12日に延長することを米国が決定した

こと、西オーストラリア・アルコアのアルミナ精製所

のほぼ2か月にわたるストが解決したことから順調に

減少しないのではないか？これらを踏まえた９月アル

ミ銅価格は、米中貿易戦争で緩和に向かう何かしらの

話し合いや政策が出て、アルミ在庫が順調に減少した

場合2,200ドル付近。両条件が揃わなかった場合2,000

ドル付近まで下落するとの予想。 

ドル円値は111円～114円（ＴＴＭ）台を予測。 

スクラップ購買価格に関しては０～＋５円程度と予

測している。 

９月のアルミ概況および１０月の見通し（4） 
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10月8日 10月9日 10月10日 10月11日 10月12日

出来高 86,566 102,524 84,053 95,730 108,214

直物 12,390.00 12,655.00 12,762.50 12,415.00 12,707.50

先物 12,477.50 12,742.50 12,895.00 12,500.00 12,795.00
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10月8日 10月9日 10月10日 10月11日 10月12日

出来高 922 662 1,165 546 1,326

直物 1,520.00 1,500.00 1,502.50 1,475.00 1,477.50

先物 1,555.00 1,502.50 1,535.00 1,520.00 1,515.00
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 18日 入 電 の 海 外 相 場 は、LME

（ロンドン金属取引所）銅相場の直

物前場売値が、前日の6,202.00ドル

より47.00ドル高の6,249.00ドル。この日の直物後場買値

は、前日の6,209.00ドルより17.50ドル安の6,191.50ドル。

カーブ取引は前日の6,215.00ドル～6,216.00ドルより3.00

ドル高の6,218.00ドル～6,219.00ドル。COMEX（ニュー

ヨーク商品取引所）の銅相場（10月限）は、前日の277.05

より0.35セント安の276.70セント。SHFE（上海先物取引

所）の銅相場（11月限）は、前日の5万0,510元より280元

安の5万0,230元。 

18日の東京為替市場TTSレートは、前日の113.41円より

0.29円の円安ドル高で1ドル＝113.70円。NYカーブLME先

物比は26.00ドル高。18日に入電したLME銅相場のセツル

メントは6,249.00ドル。この値と18日の東京外国為替市場

USドルTTSレートから計算した国内採算値は、前日の74

万3,000円より7,000円高の75万円。この日、電気銅建値は

74万円に据え置かれた。 

為替動向 

17日から18日午前にかけての外国為替市場で円相場は1

ドル＝112円台後半の取引となった。 

18日午前の東京外国為替市場、午前9時時点の気配値

は、1ドル＝112.60円～112.63円、前日の17時時点に比べ

0.37円の円安・ドル高。 

17日のロンドン外国為替市場、現地16時時点は1ドル

=112.00円～112.10円、前日の同時刻比0.20円の円高・ド

ル安だった。 

同日のニューヨーク外国為替市場は、前日比0.40円の円安・

ドル高、1ドル＝112.61円～112.71円で取引を終了した。 

米連邦公開市場委員会（FOMC）の9月開催時の議事要旨

が公表された。会議では、雇用の極大化と2％のインフレと

いう目標に向け、引き続き現在の利上げが適切との意見が

出た。議事要旨の公表を受け、利上げが想定以上に長引く

のではないかとの観測から、米長期金利が上昇。日米金利

差の拡大をにらんだ円売り・ドル買いが進んだ。ニュー

ヨーク市場のドル円レートのレンジは、112.02円～112.68円

だった。 

東京市場でも、米長期金利の上昇を受けた円売り・ドル

買いが先行した。また、米半期為替報告書で中国に対する

「為替操作国」認定が見送られたことはドル買いの支援材

料との指摘もあった。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感（単位は千円） 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平均

的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が611～616、上銅新のうちタフピッチや無

酸素銅などは592～597、並銅は531～536、込銅（高

品位＝約97％）は491、セパは525～530。コーペル

は要り用筋で456、それ以外は448ほど。黄銅削粉も

同様に要り用筋411、それ以外394～419どころの値

頃。並青銅鋳物削粉は461～466どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が594～

599、上銅新くずが581～601、普通上銅が548～

558、2号銅線が554～564、並銅が519～520、込銅

(90-93％)が478～445、下銅が304～354、セパが492

～502、コ ー ペ ル が448～488、黄 銅 棒 地 が444～

449、黄銅削粉が352～399、黄銅ラジが401～409、

交叉ラジが335～346、黄銅銅鋳物が370～377、送り

が170～185、上青銅鋳物が471～487、並青銅鋳物が

463～476、上青銅鋳物削粉が468～487、並青銅鋳物

削粉が461～465どころ。 
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18日入電の海外相場は、銅の直物が、LME（ロンド

ン金属取引所）の公式値ベースで、前日の6,201.75ドル

より46.75ドル高の6,248.50ドル。3か月物も、前日の

6,212.00ドルより34.00ドル高の6,246.00ドル。LME公認

倉庫の銅在庫量は、前日の16万4,000トンより約3,000ト

ン減のおよそ16万1,000トン。COMEX（ニューヨーク商

品取引所）の銅相場（10月限）は、前日の277.05セント

より0.35セント安の276.70セント。カーブ取引は、前日

の6,215.00ドル～6,216.00ドルより3.00ドル高の6,218.00

ドル～6,219.00ドル。SHFE（上海先物取引所）の銅相

場（11月限）は、前日の5万0,510元より280元安の5万

0,230元。 

中国の銀行融資が市場予想を上回る伸びで、人民元建

て1兆3,800億元の純増となった。これを好材料に銅相場

は概ね好調に推移。ただ、実需筋は依然弱含み。殊に最

大消費国中国で製錬所の生産能力が増強されており、こ

れが相場を圧迫、上げ幅は限定された。 

錫は上伸 

LME錫相場の直物は、前日の1万9,162.50ドルより

112.50ドル高の1万9,275.00ドル。3か月物も、前日の1

万9,075.00ドルより137.50ドル高の1万9,212.50ドル。 

鉛は下落 

LME鉛相場の直物は、前日の2,078.00ドルより65.50

ドル安の2,012.50ドル。3か月物も、前日の2,094.50ドル

より68.00ドル安の2,026.50ドル。 

亜鉛は反発 

LME亜 鉛 相場 の 直物 は、前日 の2,627.50ド ル よ り

25.00ド ル 高 の2,652.50ド ル。3か 月 物 も、前 日 の

2,595.50ドルより22.00ドル高の2,617.50ドル。 

アルミは続落 アルミ合金も続落 北米特殊アルミ合

金も続落 

LMEアルミ相場の直物は、前日の2,021.50ドルより

3.75ド ル 安 の2,017.75ド ル。3か 月 物 も、前 日 の

2,023.75ドルより0.50ドル安の2,023.25ドル。LMEア

ル ミ 合 金 相 場 の 直 物 は、前 日 の1,365.00ド ル よ り

10.00ド ル 安 の1,355.00ド ル。3か 月 物 も、前 日 の

1,425.00ドルより15.00ドル安の1,410.00ドル。LME

北米特殊アルミ合金相場の直物は、前日の1,477.50ド

ルより12.50ドル安の1,465.00ドル。3か月物も、前日

の1,520.00ド ル よ り15.00ド ル 安 の1,505.00ド ル。

LME公認倉庫のアルミニウム在庫量は、前日のおよそ

99万7,000トンより約8万6,000トン増のおよそ108万

3,000トン。8月下旬の水準。 

ニッケルはまちまち 

LMEニッケル相場の直物は、前日の12,440.00ドル

より2.50ドル安の12,437.50ドル。3か月物は、前日の

12,477.50ドルより47.50ドル高の12,525.00ドル。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

1トン程度･置場･現金･キロ当たり円 

関東地区(10月前半) 

2S＝194円～202円､63S＝191円～195円､アルミホイー

ル(1P)＝186円～191円､ビス付サッシ＝140円～144円､

エンジンコロ＝146円～148円､込合金(機械鋳物)＝142

円～144円､缶プレス(ソフト)＝109円～123円。 

関西地区(10月前半) 

2S=189円～197円､63S=187円～191円､52S=199円～203

円､印刷版=192円～197円､アルミホイール(１P)=175円

～180円､ベースメタル=199円～204円､機械鋳物=146円

～151円､ダライ粉=118円～120円､ビス付サッシ=141円

～146円､缶プレス=124円～129円。 

LME銅は反発 中国銀行融資の市場予測上回る伸びを好感 
カーブ取引も小幅で反発 COMEX銅相場は小幅続落 SHFE銅相場も続落 
LME非鉄相場はまちまち アルミは3営業日の続落 鉛は下落およそ3％安 
LMEアルミ在庫はおよそ8万6,000トン積み増し 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公式値 6,248.50 19,275.00 2,012.50 2,652.50 2,017.75 1,355.00 1,465.00 12,437.50

前営業日比 46.75 112.50 ▲ 65.50 25.00 ▲ 3.75 ▲ 10.00 ▲ 12.50 ▲ 2.50

公式値 6,246.00 19,212.50 2,026.50 2,617.50 2,023.25 1,410.00 1,505.00 12,525.00

前営業日比 34.00 137.50 ▲ 68.00 22.00 ▲ 0.50 ▲ 15.00 ▲ 15.00 47.50

LME公式値（単位：ドル）／10月17日（現地）
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日刊金属 平成30年10月19日(金) （6） (第三種郵便物認可） 

入電 ・ 現地 10月17日）

フリー・マーケット

■米国生産者価格

銅(セント/ポンド） 　

銀(セント/オンス)ＨＨ社 1469.7

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.4 ～ 257.4

買 売　 買 売　 ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 ～ 357.35

銅ＡＧ       ■ロンドン相場（ドル）

現   物 6248.0 6249.0 6191.5 6193.5 金（オンス） 1229.1

前日比 47.0 ▲ 17.5  アンチモン99.6％（トン) 8500 ― 8700

先   物 6245.0 6247.0 6194.0 6196.0 ビスマス99.99％(ポンド) 4.40 ― 4.70

出来高 114,448 カドミウム99.99％(ポンド) 1.25 ― 1.35

錫ＨＧ インジウム99.97％(キロ) 275 ― 290

現   物 19250.0 19300.0 19215.0 19265.0 セレニウム99.5％(ポンド) 13.50 ― 14.50

前日比 125.0 55.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 7.30 ― 8.00

先   物 19200.0 19225.0 19200.0 19250.0 フェロモリブデン欧州産(キロ) 29.00 ― 29.60

出来高 5,869 コバルトカソード99.8％(ポンド) 33.00 ― 34.00

鉛 　 マグネシウム中国産99.9％(トン) 2450 ― 2600

現   物 2012.0 2013.0 2004.5 2006.5 タングステンAPT(MTU単位) 280 ― 300

前日比 ▲ 66.0 ▲ 69.5 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 90 ― 100

先   物 2026.0 2027.0 2017.0 2019.0 ■ＫＬＴＭ錫（Ｍドル／キロ、出来高トン）

出来高 54,301 （17日） （18日）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 相   場 79.41 79.38

現   物 2652.0 2653.0 2672.0 2674.0 出来高 21 23

前日比 23.0 55.0 ドル建て価格 19120 19100

先   物 2617.0 2618.0 2632.0 2634.0  ＯＤレート 3.7600 3.7600

出来高 126,333 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.1530 4.1561

アルミＨＧ 　 採算円／キロ 2400  2405

現   物 2017.5 2018.0 2015.0 2017.0  US$採算円／キロ 2173 2176

前日比 ▲ 4.0 ▲ 13.0 ＬＭＥ在庫（トン） 在庫 増減

先   物 2023.0 2023.5 2021.0 2023.0 銅 160,900 ▲ 3,275

出来高 197,305 錫 3,160 0

アルミ合金 　 鉛 115,875 100

現   物 1350.0 1360.0 1371.0 1381.0  亜鉛 181,200 ▲ 3,425

前日比 ▲ 10.0 ▲ 4.5 アルミ 1,082,600 85,725

先   物 1400.0 1420.0 1415.0 1425.0 アルミ合金 13,580 ▲ 80

出来高 390 北米特殊ＡＬ合金 145,640 ▲ 320

北米特殊アルミ合金  ニッケル 220,422 ▲ 1,476

現   物 1460.0 1470.0 1481.0 1491.0  コメックス銅在庫（トン） 164,710 ▲ 738

前日比 ▲ 10.0 0.0 上海在庫（トン） 銅 125,700 13,705

出来高 634 (10／12 現在） アルミ 842,676 10,420

ニッケル 亜鉛 43,373 14,169

現   物 12435.0 12440.0 12270.0 12295.0 鉛 11,172 ▲ 470

前日比 ▲ 10.0 ▲ 165.0 ＮＹカーブ 銅 6219.50 ～ 6220.50 ▲ 12.50

先   物 12500.0 12550.0 12350.0 12375.0 アルミ 2022.50 ～ 2023.50 ▲ 14.00

出来高 93,328

ＮＹコメックス相場 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 11月限 50230 14305 22285 18735

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム 12月限 50080 14300 21770 18450

10月限 276.70 1223.7 1459.2 836.9 1085.60 前 日 比 ▲ 280 95 ▲ 110 ▲ 145

11月限 277.25 1224.8 1461.3 837.1 1084.20 出 来 高 111464 75766 387858 44292

12月限 277.80 1227.4 1466.3 838.9 1067.60

1月限 278.75 - 1470.4 840.6 -

2月限 279.55 1233.3 - - -

前 日 比 ▲ 0.35 ▲ 3.6 ▲ 3.8 ▲ 6.2 ▲ 6.30

出 来 高 106,824 227,921 58,498 - 4,713

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 16.56

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 6249 19300 2013 2653 2018 12440 277 50230 14305 22285 18735

113.70 6288 2394 266 342 241 1614 738 832 237 369 310

+0.29 + 5546 + 20 - 7 + 3 + 0 + 2 + 0 - 1 + 2 + 1 + 0 

元・円（前日）＝

　

（10月18日

セツルメント＝現物・前場・売

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン



日刊金属 平成30年10月19日(金） （7） (第三種郵便物認可） 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 

銅小板2.0ミリ  970  1000 亜鉛板0.3×3×7  620  620 

建築用0.3ミリ  980  1010 印刷用亜鉛板トッパン用  800  800 

銅大板2×1×2  1140  1200 給水管13ミリ  310  310 

銅管(ベース)  1170  1190 鉛板1.5ミリ  340  340 

水道用管(m当たり)13ミリ  830  870 鉛線3ミリ  465  475 

銅棒25ミリ  940  1000 軽圧品(仲値) 大阪 東京 

銅条1.5×100  950  1000 アルミ箔0.007ミリ  945  935 

銅線0.9ミリ  1030  1060 　〃　小板1ミリ  520  510 

銅帯6×50  950  1000 　〃　大板1ミリ  510  500 

銅平角線  1230  1240 　〃　5052板  650  550 

黄銅小板2.0ミリ  825  850 　〃　5083板  665  565 

　　〃　0.3ミリ  850  870 　〃　2017板  1035  925 

黄銅大板2×1×2  1005  1060 　〃　線3ミリ  645  560 

黄銅管  1340  1290 　〃　快削棒25ミリ  785  780 

復水器用黄銅管  1290  1310 　〃　合金棒25ミリ(17S)  790  760 

黄銅棒快削25ミリ  670  710 　〃　合金棒25ミリ(56S)  770  720 

六角棒  700  740 

四角棒  730  770 貴金属(一般小口向け)

鍛造用  710  750 白金(グラム)

ネーバル  810  850 パラジウム(グラム)

高力  810  850 金(グラム) 合金鉄 8月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1055  1100 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  133 

黄銅平角線ロール仕上  1260  1320 　　　〃　　　その他  196.6 

黄銅条1.5×100  815  860 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  169 

リン青銅板一般用1.0ミリ  1830  1810 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  168.4 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  2040  2010 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  1993 

リン青銅棒25ミリ  2090  2100 タンタル フェロバナジウム  6404 

リン青銅線3ミリ  2260  2240 マグネシウム フェロニッケル33％未満  461.8 

洋白板一般用1.0ミリ  2660  2610 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  2860  2820 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 東京 

1種　 BC　1種　  810 ー　

2種　 2種　  990 ー　

3種　 3種　  1030 ー　

4種　 6種　  870 ー　

5種　 7種　  905 ー　

7種　 YBSC　3種　  720 ー　

8種　 LBC　3種　  995 ー　

9種　 PBC　2種　  1050 ー　

 2235 

 2155 

 895 

 810 

 720 

 2535 

 2605 

8月通関（CIF）

 235 

 1917 

 55202 

 272 

 9906 

 30740 

10月16日改定 10月16日発表

 2670 

 60150 

（10月18日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 3349 

◆ 4271 

 4822 



日刊金属 平成30年10月19日(金) （8） (第三種郵便物認可） 

山元建値　 電気銅 740(16) 金 4457(18)

（）実施日　 電気鉛 292(1) 銀 54,370(18)

電気亜鉛 346(12) 錫(99.99％) 3,600(1)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 37,000 ～ 41,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  651  648 電 気 銅 ◎ 711 ◎ 706 ◎ 713 ◎ 708 

2 号 銅 線  591 電 気 亜 鉛  329  324  329  324 

上 銅 ( 新 切 )  623  622 蒸 留 亜 鉛  317  312  317  312 

雑 ナ ゲ ッ ト  561  563 ダ イ カ スト 亜鉛 2種  274  268  274  268 

並 銅  570  568 再 生 亜 鉛 (98 ％ )  239  234  239  234 

下 銅  543  539 電 気 鉛  290  280  290  285 

銅 削 粉  546  543 再 生 鉛 1 号  270  263  270  263 

銅 さ い (30 ％ )  25  25 再 生 鉛 3 号  273  258  273  258 

新 切 黄 銅 セ パ  482  488 錫 1 号  2300  2250  2300  2250 

コ ー ペ ル  460  465 ア ン チ モ ン  1150  1100  1150  1100 

黄 銅 棒 地  450  455 ニッケル (メッキ用 )  1650  1600  1650  1600 

黄 銅 削 粉  447  448 コ バ ル ト  9500  9200  9500  9200 

並 黄 銅  431  437 セ レ ニ ウ ム  4600  4400  4600  4400 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  333  331 ビ ス マ ス  1400  1300  1400  1300 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  375  360 カ ド ミ ウ ム  500  450  500  450 

黄 銅 鋳 物  432 水 銀  1800  1700  1800  1700 

山 送 り  210 ア ル ミ 地 金 99.70 ％  263  259  265  261 

上 青 銅 鋳 物  515 ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  207  202  207  202 

並 青 銅 鋳 物  504  510 〃 90 ％  200  195  200  195 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  509  504 アルミ二次合金ADC12  314  309  317  312 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  496  494 鋳 物 用 C2BS  339  334  341  336 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 )  658 青 銅 合 金 地 金 3 種  955  945  1025  1015 

〃 ( 鋳 物 )  633 〃 6種  825  815  840  830 

リ ン 青 銅 削 粉  534  528 ハ ン ダ 錫 60 ％  1835  1795  1860  1830 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  548  540 〃 50 ％  1620  1570  1645  1615 

新 切 亜 鉛  138  138 〃 40 ％  1470  1410  1430  1400 

ダ イ カ ス ト く ず  122  122 減 摩 合 金 2 種  2590  2560  2595  2565 

亜 鉛 ド ロ ス  120  110 〃 4 種  2220  2195  2225  2195 

上 鉛  104  102 〃 7 種  865  815  865  815 

電 池 巣 鉛 ケ ー ス 込  40  37 ス テ ン レ ス ・ 特 金  50  55 

活 字 鉛  99  96  35  40 

新 切 ア ル ミ 1 級  158  161  18  18 

新 切 サ ッ シ 1 級  159  160  130  130 

新 切 合 金 1 級  149  150  ―  ― 

機 械 鋳 物 1 級  114  114 

ビ ス 付 サ ッ シ P  100  103 

合 金 削 粉 P  83  86 

込 ガ ラ P  81  83 

カ ン ・ バ ラ  71  78 

◎上げ　◆下げ (10月18日調べ)

大　阪 東　京

〃　ダライ粉　

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切　

〃　　ダライ粉　

13クローム　新切　

ハイス　　9種　


